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令和５年１１月定例市議会に提出した議案に対する 

市 長 提 案 理 由 説 明 要 旨 

 

 

令和５年度補正予算案並びに関係諸議案のご審議をお願いするに当たり，その大要

と市政の動向等について申し上げ，市民並びに市議会の皆様方にご理解とご協力を賜

りたいと存じます。 

 

（はじめに） 

新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが５類に移行して半年が過ぎ，中止又

は縮小されていた様々なイベントはコロナ禍前の姿に戻り，社会経済活動が本格的に

動き出しました。 

去る１１月３日に，岡山城のリニューアル１周年記念イベントに出席するとともに，

まちの賑わいと活気に触れ，岡山の更なる発展を願う皆様の期待感と絆を肌で感じた

ところです。岡山城リニューアル以降の１年間の入場者数は４７万２，２１５人と，

これまでで最多とされる，山陽新幹線の新大阪・岡山駅間が開業した直後の昭和４７

年度の入場者数を大幅に上回り，過去最多を記録いたしました。これは，岡山城にお

ける魅力的な展示内容への刷新と多彩なイベントの実施に加え，ハレノワのグランド

オープンやハレまち通りの１車線化等によるまちの回遊性の向上や，民間再開発の活

発な動き，そしてコロナ禍を乗り越え「まちを盛り上げたい，まちを楽しみたい」と

いう皆様の思いとが，相乗効果を発揮して成し得たものであると考えております。 

また，各地域では，秋祭りがいたるところで最盛期を迎え，実りの秋を楽しまれて

いる市民の皆様の姿を拝見いたしました。私が伺った祭りでは，若い世代の方々が，

地域の歴史を後世に伝えようと熱心に取り組まれている姿が印象的で，失われつつあ

ると言われている絆の大切さが，コロナ禍の自粛期間を経て再認識されているように

も感じられました。 

国内外の幅広い世代の方々で賑わう城やまち，地域の様子を目の当たりにし，これ

まで丁寧に進めてきた取組が着実に結実していることを実感するとともに，岡山市が

今後ますます発展していくためには，人と人との繋がりが重要であることを改めて認

識いたしました。 

これからも初心を忘れることなく，市民の皆様の最大幸福の実現のため，また，ふ

るさと岡山の更なる飛躍のため，「住みやすさ」「力強さ」「安全・安心」の３つの

視点を大切に，より一層都市の総合力を高める取組を進めてまいる所存です。 

 

（国際社会の一員としての岡山市） 
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ポストコロナで社会経済活動の回復が加速する中，岡山空港と韓国・中国・台湾と

の直行便が再開されるなど，国際交流が本格的に動き出しております。 

そのような中，ウクライナからの避難民への支援や世界難民の日こいのぼりプロジ

ェクトへの協力など，難民支援に積極的に取り組んできたことが契機となり，国連難

民高等弁務官事務所からお誘いを受け，９月に賛同表明文に署名し，難民を支える自

治体ネットワークに参加いたしました。 

また，１０月３１日にはユネスコ創造都市ネットワークに日本初となる文学分野で

の加盟が決まり，さらに１１月４日には建部町の建部井堰が世界かんがい施設遺産と

して認定されるなど，今まで以上に本市が世界の舞台において脚光を浴びる機会が増

えてきております。 

対面での交流も盛んになっており，今年の夏休みには４年ぶりに子ども海外派遣事

業を再開したところですが，私自身も，市民訪問団の団長として議員連盟訪問団の皆

様とともに，１０月２５日・２６日には韓国・富川市を，１１月８日・９日には台

湾・新竹市を訪問いたしました。公務の都合により，いずれも１泊２日というタイト

なスケジュールではありましたが，両市の市長をはじめとする多くの方々と交流し，

久しぶりに海外の文化に触れるとともに，岡山市の魅力を発信してまいりました。こ

のたびの岡山市からの一連の派遣・訪問を通じ，草の根の交流から生まれる絆が世界

平和の礎であることを改めて感じました。 

今後も，国際社会の一員としての自覚を持ち，経済や文化など，様々な分野で構築

してきたネットワークを駆使して世界の各都市と草の根の交流を重ね，岡山市の魅力

を発信していくとともに，ＳＤＧｓへの取組や難民支援等の国際貢献にも積極的に取

り組んでまいります。 

 

（地域経済の活性化） 

最近の経済動向については，日本銀行岡山支店が１１月に発表した岡山県金融経済

月報によると，県内景気は，海外経済の回復ペース鈍化等の影響を受けつつも，今ま

で抑えられていた消費者需要の顕在化等に支えられて，緩やかな回復を続けていると

されています。 

一方，岡山市の生鮮食品を除く消費者物価指数の上昇率は，前年比で２％台半ばと

なっており，依然として市民生活に影響を与えています。先般，物価高への対策とし

て国が決定した住民税非課税世帯等への７万円の給付については，速やかに給付が開

始できるよう準備を進めてまいります。 

３年余りに及んだコロナ禍において，岡山市では，低所得子育て世帯への支援金給

付や，事業者向けの省エネ機器更新補助金，農業資材等の価格高騰対策支援など，一

般財源も大きく投入しながら，市民生活・事業者支援の両面で時機に応じた対策を躊
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躇なく展開してまいりました。スマートフォン決済ポイント還元事業や路線バス・路

面電車の運賃無料ＤＡＹは，イベント等の時期も考慮した実施で相乗効果を生み，ま

ちの賑わい創出にも繋がったと考えております。引き続き，経済界等の声をお聞きし

ながら，国の動向を注視しつつ，必要とされる対策を検討してまいります。 

また，このたびの国の経済対策の一つとして，市街化調整区域における開発許可手

続の緩和が挙げられており，地域未来投資促進法に係る基本方針が改正される予定と

なっております。岡山市は，従前から，地域未来投資促進法に基づく土地利用に関す

る規制を緩和し，企業による産業用地の円滑な確保を可能とし，地域経済の成長発展

に資するものとすることが必要であると声をあげてまいりました。本年５月には，指

定都市市長会において，岡山市が提案しとりまとめた提言書を経済産業大臣政務官に

直接お渡しし，前向きなご見解をいただいていたところです。そのような中，このた

び国が改正の動きを示されたことは，本市として非常に意義深いものであり，引き続

き，市街化調整区域における開発の抑制に配慮しつつ，地域未来投資促進法等を活用

しながら企業の立地を進めてまいります。 

今月開催された中四国最大級のスタートアップカンファレンスである「ブラストセ

トウチ」では，起業家やベンチャーキャピタルの方々と，スタートアップ支援につい

てトークセッションを行い，参加者の起業に対する熱量に触れ，イノベーション創出

の可能性を改めて感じたところです。引き続き，官民一体でスタートアップをはじめ

とする創業支援に取り組み，地域経済の活性化や新規雇用の創出に繋げてまいりたい

と考えています。 

 

（歴史的資源を核としたまちづくり） 

まちづくり・地域振興の分野では，歴史的資源を核とした，観光との融合による魅

力向上と賑わい創出に力を入れているところですが，最近の主な取組を申し上げます。 

１０月６日に岡山市で開催された「北前船寄港地フォーラム」では，「ロマンあふ

れる吉備の国」と題し，造山古墳や浦間茶臼山古墳が造られた古墳時代における吉備

と大和の関係性を，当時の地形や時代背景，魏志倭人伝や日本書紀などの文献から紐

解き，定説とは異なる視点で捉えた「新たな倭国論・吉備と大和の二頭政治」を発表

いたしました。 

昨年リニューアルオープンした岡山城については，入場者数が４５万人を突破する

瞬間に立ち合うべく，私も岡山城に駆け付けました。４５万人目となったのはイギリ

スからお越しの方で，城めぐりの旅の最後に黒い岡山城を見たくて来た，と言われて

いました。私はこの言葉に，岡山城が多くの人々に愛され，市民の誇りの象徴となる

ことを目指し，職員と一緒になって知恵を絞り，汗をかいてきたこの数年間を振り返

り，万感の思いを強くしたところであります。時代を超えて人と人を繋ぐ岡山城を，
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先人たちの思いとともに未来に届けるため，今後も「進化し続ける城」を築いてまい

ります。 

また，１１月１２日には，歴史学者の磯田道史氏をチーフアドバイザーとし，議会

の皆様をはじめとする多くの関係者の方々にご賛同いただき，大河ドラマの誘致を目

指す「戦国 宇喜多家を顕彰する会」を設立いたしました。戦国時代に岡山のまちの

礎を築いた宇喜多直家公，城下町の基盤を作った秀家公，それぞれの妻であるおふく

の方，豪姫の生きざまに光を当て，誘致活動を通して魅力を広く発信することで，地

元への誇りと愛着の醸成を図り，地域の活性化に繋げてまいります。 

 

（持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けて） 

人口減少・少子高齢化が進行する中，市民の重要な移動手段である公共交通を守る

ため，本市では持続可能な公共交通ネットワークの構築が喫緊の課題となっており，

９社のバス事業者を含む公共交通網形成協議会で議論を重ねているところです。 

今年度は，コロナ禍で中断していた協議の６月再開を皮切りに，路線バス分科会を

５回開催し，公共交通ネットワークの将来像・運賃体系・事業者間連携の３点を議論

してまいりました。分科会では，バス事業者から様々な提案をいただいており，本日

午後に開催予定の協議会では，それらを取りまとめた地域公共交通計画の素案等につ

いて，協議いただく予定としております。 

また，明日から来年１月３日まで，一部でも岡山市内を運行する路線バスの全ての

便を対象に運賃を最大２００円とするキャンペーンを行います。このキャンペーンに

より，継続的なバス利用を試していただき，今後の利用促進に繋げていきたいと考え

ているところです。 

引き続き，持続可能な公共交通ネットワークの構築に向け，官民一体となって取り

組んでまいります。 

 

（新アリーナ整備の検討） 

従前，岡山ではプロスポーツの試合を観戦する機会があまりありませんでしたが，

ファジアーノ岡山，岡山シーガルズ，トライフープ岡山，岡山リベッツが相次いで誕

生し，市民・県民の皆様が一つになってプロスポーツチームを応援することができる

ようになりました。プロスポーツチームの応援を通して生まれる絆や一体感，地元へ

の愛着や誇りの醸成など，プロスポーツ支援がもたらす効果は大きく，私は素晴らし

いことだと思っております。 

しかしながら，現在，アリーナ競技については慢性的な会場不足という課題がある

ほか，ＢリーグやＶリーグの新リーグに参加するためには，新たな基準を満たすアリ

ーナが必要とされています。そのような中，岡山市は，経済界及びプロスポーツチー
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ムからの要望を受け，新アリーナ候補地の所有者として，実現可能な新アリーナの姿

を描く基本計画素案を先般お示ししたところです。 

岡山で活躍するプロスポーツチームの支援は，経済界はもとより，新アリーナ候補

地を所有する岡山市のみでなく，岡山県等県全体で取り組むことが肝要です。本市と

しては，関係者とともに議論を更に深め，新アリーナ整備の今後の方向性について検

討を進めてまいりたいと考えております。 

 

 （安全・安心な水道を未来へ残していくために） 

 水道料金については，平成１７年以降，２０年近くにわたり，経営努力により消費

税対応を除き，据え置きしてまいりました。現在，高度成長期に建設した水道施設の

多くは老朽化が進行しているとともに，耐震化も急務となっており，事業量が増えて

いることに加え，近年の水需要の減少に伴う収入減や，昨今の物価高による工事費高

騰の影響等もあり，令和６年度には施設の更新や耐震化のための財源が不足する見込

みです。しかしながら，安全・安心な水道事業の継続のためには，施設の更新や耐震

化を速やかに実施しなくてはならず，料金改定は避けられない状況となっております。 

平均改定率については，当初お示ししていた２５．３％では，市民の皆様への影響

が大きすぎるため，６月議会での議論を踏まえて見直しを行い，７月には２０．６％

にまで改定率を引き下げる案をお示しし，９月議会では，更なる経営努力により値上

げ幅を最大限まで抑制した改定率を絞り出すことができないか，最後まで水道局と検

討していく旨を申し上げていたところです。 

これらの経過を踏まえ，更なる経営効率化を断行すべく，水道局のみではなく，組

織体制の総合調整役である総務局を新たに交えて議論を進めてまいりました。事務の

デジタル化や業務体制の見直しを徹底することで組織のスリム化を進め，水道水の安

定供給体制を維持しつつ，令和１３年度までに人員を１５人縮減する業務効率化を行

い，財政負担の抑制を図ることといたしました。 

また，物価高に直面する市民の皆様への当面の影響を出来る限り抑えるため，料金

改定は段階的に行うことといたしました。結果として，平均改定率を，令和６年４月

から令和８年３月までの２年間は１５．７％，令和８年４月以降は２０％とする条例

案を本議会にお諮りしております。 

皆様におかれましては，安全・安心な水道を子や孫，さらにその先の世代にも残し

ていけるよう，何卒ご理解とご協力を賜りますよう，よろしくお願いいたします。 

 

（令和５年度１１月補正予算の概要） 

それでは，甲第１６８号議案から甲第１７１号議案までの補正予算の概要について

申し上げます。 
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補正額は，一般会計で１億９，９００万円余，特別会計で２２億１，３００万円余

の増額を行い，合わせて２４億１，３００万円余の増額となっております。補正に要

する一般財源については，令和４年度決算に伴う剰余金で対応いたします。 

主な内容としましては，新庁舎建築工事について，工事請負契約約款に基づき建築

資材等の高騰分の増額を行うほか，介護保険費特別会計における令和４年度決算の確

定に伴い，国庫負担金等の精算返納及び剰余金の基金への積立て等を行うものです。 

 

（その他の議案の説明） 

続きまして，その他の議案の主なものについて申し上げます。 

 

甲第１７２号議案は，行政財産の目的外使用料の額を改めるとともに，行政財産の

無償貸付等に関し必要な事項を定めるものです。 

 

甲第１７６号議案は，岡山市大曲児童館及び岡山市錦児童館を統廃合し，岡山市藤

田児童館を設置するものです。 

 

甲第１７７号議案は公共物使用料の額を，甲第１７８号議案は道路占用料の額を，

甲第１７９号議案は準用河川の土地占用料の額をそれぞれ改めるものです。 

 

甲第１８０号議案は，消防団に機能別団員制度を導入するものです。 

 

甲第１８３号議案は，水道料金の額を改める等のものです。 

 

甲第１８４号議案は，工業用水道の給水使用料金の額を改める等のものです。 

 

甲第１８９号議案から甲第１９３号議案までは，建部町在宅福祉サービスセンター

等の施設について，いずれも指定管理者の指定を行うものです。 

 

以上で提案理由の説明を終わります。 

 

よろしくご審議の上，議決を賜りますようお願い申し上げます。 



 

報 告 に 対 す る 市 長 説 明 要 旨 

 

 

ただいま上程になりました報告についてご説明申し上げます。 

 

報第６３号は，岡山中央中学校区公民館ほか新築工事について，契約金額を変更し

たものです。 

 

報第６４号及び報第６５号は市有自動車の事故について，報第６７号から報第７０

号までは道路の管理瑕疵による事故について，報第７１号は市有施設の管理瑕疵によ

る事故について，報第７２号は学校施設の管理瑕疵による事故について，それぞれ相

手方と和解し，賠償額を決定したものです。 

 

報第６６号は，リース公用車の事故について，賠償額を決定したものです。 

 

報第７３号及び報第７４号は，市営住宅退去明渡し等の債務について，訴訟手続に

より債務の履行を請求することを決定したものです。 

 

報第７５号は，市営住宅の家賃の滞納等について，相手方と民事訴訟法第２７５条

の規定による和解をすることを決定したものです。 

 

なにとぞよろしくお願いいたします。 

 


